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研究の内容
食・農・環境に関する知識習得や体験、それを活かし

たまちづくりへの参画等を通して、地球環境と調和のと
れた社会システムの構築。

背景
サプライチェーンのグローバル化による生産から消費

に至るまでの長距離化。
食・農・環境への無関心層の増加と地域コミュニティ

の希薄化や地球環境の悪化、食べ物の品質低下。

目的
地球環境と調和のとれた持続的な生産・流通・消費の

仕組みの構築。
都市と農村の双方の地域資源の活用と、農業「で」

地域課題を解決し、市民の幸福度の向上をもたらす
ナッジ方策の提案。

主な成果
エシカルなシグナリング効果を有する食品表示制度

（特色JASや有機JAS等）の課題抽出や改善のための考察。
食・農・環境の多様な役割をより効果的に楽しく学び

地域課題解決に資する食農教育プログラムの開発・実践。
地産地消を発展させ、関係人口を増やすための地産地創

や地産地贈の商品開発。
都市農地をコモンとして活用するまちづくり方策への

アドバイス。

産学連携・社会連携へのアピールポイント

研究室名（食農教育研究室）

  URL： https://www.setsunan.ac.jp/agri/w/agri-food_business/nakatsuka/ 

持続可能な社会のための食農教育学

オーガニック 食農教育 コモン エシカル ナッジ 認証システム

【農業・食品産業との連携】オーガニックやエシカルな商品の生産・流通・消費に関する理論的
および社会的な意義を明らかにし、販売促進と外部経済効果の増加をもたらす取組につなげます。
【まちづくり関連団体との連携】地域農業への理解醸成と農家や農地の関係人口を増やし、市民
の幸福度の向上を目指したナッジを提案します。
【科学コミュニケーション】オーガニックの普及・啓発に資する人材育成に取り組みます。

農地のコモン的活用（カリフォルニアのプロジェクト）

地産地創の商品を地産地贈する

エシカル消費に役立つマークとキャラクター

お問い合わせは摂南大学 研究支援・社会連携センターまで
TEL:072-800-1160 E-mail:SETSUNAN.Kenkyu.Shakai@josho.ac.jp
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